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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期
第２四半期
累計期間

第66期
第２四半期
会計期間

第65期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 3,313,3382,173,5629,809,500

経常利益（△は経常損失）

（千円）
△253,749△97,822 572,697

四半期（当期）純利益（△は四半期（当期）純損失）（千円） △150,920△53,895 315,600

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） － 866,350 866,350

発行済株式総数（株） － 5,205,0005,205,000

純資産額（千円） － 4,106,3964,348,295

総資産額（千円） － 6,917,7867,687,425

１株当たり純資産額（円） － 793.58 839.80

１株当たり四半期（当期）純利益金額（△は１株当たり四半期（当

期）純損失金額）（円）
△29.16 △10.41 60.94

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

１株当たり配当額（円） － － 17.00

自己資本比率（％） － 59.4 56.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
803,064 － 95,353

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△54,225 － △72,927

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△88,742 － △89,385

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 1,388,392728,296

従業員数（人） － 270 270

　（注）１．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であ

　　　　　　り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ　

　　　　　　いては記載しておりません。
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２【事業の内容】

　　当第２四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な　

　変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　　当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 270     

　（注）従業員数は、就業人員によっております。なお、嘱託等（13名）を含んでおりません。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1)事業別受注高・売上高・繰越高

　事業別受注高・売上高・繰越高を工事・製品等販売別に示すと、次のとおりであります。

区分

当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％）

前期繰越高

 電気防食 1,417,615 58.1 2,589,204 64.3

工事 被覆防食 43,790 1.8 475,990 11.8

 塗装防食 19,132 0.8 42,883 1.1

 小計 1,480,537 60.7 3,108,077 77.2

製品等販売 958,016 39.3 919,384 22.8

合計 2,438,553100.04,027,461100.0

受注高

 電気防食 3,804,306 70.6 2,058,148 77.4

工事 被覆防食 661,041 12.3 202,371 7.6

 塗装防食 89,414 1.7 33,940 1.3

 小計 4,554,761 84.5 2,294,459 86.3

製品等販売 832,928 15.5 364,547 13.7

合計 5,387,689100.02,659,007100.0

売上高

 電気防食 1,760,682 53.1 1,186,113 54.6

工事 被覆防食 349,721 10.6 323,251 14.9

 塗装防食 83,946 2.5 52,223 2.4

 小計 2,194,350 66.2 1,561,587 71.8

製品等販売 1,118,987 33.8 611,974 28.2

合計 3,313,338100.02,173,562100.0

繰越高

 電気防食 3,461,238 76.7 3,461,238 76.7

工事 被覆防食 355,110 7.9 355,110 7.9

 塗装防食 24,600 0.5 24,600 0.5

 小計 3,840,948 85.1 3,840,948 85.1

製品等販売 671,956 14.9 671,956 14.9

合計 4,512,905100.04,512,905100.0

　（注）　繰越高、受注高及び売上高には消費税等は含まれておりません。
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(2）工事部門における受注工事高及び施工高

①　当社の主要事業である工事部門の状況は次のとおりであります。

期別 部門
期首繰越
工事高
（千円）

期中受注
工事高
（千円）

計
（千円）

期中完成
工事高
（千円）

期末繰越工事高
期中施工
高
（千円）

手持工事
高
（千円）

うち施工高

（％） （千円）

当第２四半期累計期間

(自　平成20年４月１日

至　平成20年９月30日)

電気防食 1,417,6153,804,3065,221,9211,760,6823,461,23830.11,042,0902,508,624

被覆防食 43,790661,041704,831349,721355,11043.0152,786498,049

塗装防食 19,13289,414108,54683,94624,600 41.5 10,19882,987

工事合計 1,480,5374,554,7616,035,2992,194,3503,840,94831.41,205,0753,089,660

　（注）１．前事業年度以前に受注した工事で、契約の変更により請負金額に変更のあるものについては、当期受注工事高

にその増減高が含まれております。なお、請負金額には消費税等は含まれておりません。

２．期末繰越工事高の施工高は、支出金により手持工事高の施工高を推定したものであります。

３．期中施工高は（期中完成工事高＋期末繰越工事施工高－前期の期末繰越工事施工高）に一致しております。

 

　②　受注工事高

期別 部門
官公庁 民間 計

金額（千円） 比率（％） 金額（千円） 比率（％） 金額（千円） 比率（％）

当第２四半期会計期間

（自　平成20年７月１日

至　平成20年９月30日）

電気防食 1,252,651 60.9 805,497 39.1 2,058,148 100.0

被覆防食 52,063 25.7 150,307 74.3 202,371 100.0

塗装防食 28,650 84.4 5,290 15.6 33,940 100.0

計 1,333,364 58.1 961,095 41.9 2,294,459 100.0

　（注）１．金額は請負金額によっており、消費税等は含まれておりません。

２．官公庁の金額及び比率は建設会社、商社等民間を経由して官公庁から受注した物件も含めて表示しておりま

す。

３．受注工事のうち主なものは、次のとおりです。

 

当第２四半期会計期間受注工事の内、請負金額　１億円以上の主なもの

発注者 工事件名 完成予定年月

 清水建設株式会社 平成20年度清水港日の出岸壁桟橋改良工事  平成21年３月

 東京都
平成20年度中央防波堤外側処理場その２地区東側護岸補修工事（その

１）
 平成21年３月

 

③　完成工事高にかかる季節的変動について

　　当社は、契約により工事の完成引渡しが第４四半期に集中しているため、第１四半期会計期間から第３四半

　期会計期間における完成工事高に比べ、第４四半期会計期間の完成工事が著しく多くなるといった季節的変動

　　　　　があります。
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④　完成工事高

期別 部門
官公庁 民間 計

金額（千円） 比率（％） 金額（千円） 比率（％） 金額（千円） 比率（％）

当第２四半期会計期間

（自　平成20年７月１日

至　平成20年９月30日）

電気防食 432,973 36.5 753,139 63.5 1,186,113 100.0

被覆防食 140,263 43.4 182,987 56.6 323,251 100.0

塗装防食 21,213 40.6 31,010 59.4 52,223 100.0

計 594,450 38.1 967,137 61.9 1,561,587 100.0

　（注）１．金額は請負金額によっており、消費税等は含まれておりません。

２．官公庁の金額及び比率は建設会社、商社等民間を経由して官公庁から受注した物件も含めて表示しておりま

す。

３．当社の一般的な工事の場合、受注から完工まで３ヶ月程度、着工から完工まで２ヶ月程度の期間を要してお

ります。

４．完成工事のうち主なものは、次のとおりです。

 

　　　当第２四半期会計期間完成工事の内、請負金額　 ４千万円以上の主なもの

発注者 工事件名

 株式会社東亜エージェンシー 大阪港北港南地区岸壁（-16m）桟橋（西側）築造工事

 東洋建設株式会社 北陸電力株式会社大田火力桟橋補修工事

 

５．完成工事高総額に対する割合が100分の10以上の相手先はありません。

 

⑤　手持工事高（平成20年９月30日現在）

部門
官公庁 民間 計

金額（千円） 比率（％） 金額（千円） 比率（％） 金額（千円） 比率（％）

電気防食 2,010,186 58.1 1,451,051 41.9 3,461,238 100.0

被覆防食 36,350 10.2 318,760 89.8 355,110 100.0

塗装防食 16,600 67.5 8,000 32.5 24,600 100.0

計 2,063,136 53.7 1,777,811 46.3 3,840,948 100.0

　（注）１．金額は請負金額によっており、消費税等は含まれておりません。

２．官公庁の金額及び比率は建設会社、商社等民間を経由して官公庁から受注した物件も含めて表示しておりま

す。

３．当社の一般的な工事の場合、受注から完工まで３ヶ月程度、着工から完工まで２ヶ月程度の期間を要してお

ります。

 

手持工事の内、請負金額　１億円以上の主なもの

発注者 工事件名 完成予定年月

清水建設株式会社 平成20年度清水港日の出岸壁桟橋改良工事  平成21年３月

東京都
平成20年度中央防波堤外側処理場その２地区東側護岸補修工事（その

１）
 平成21年３月
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(3)生産実績

品目

当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

数量
金額

電気防食
アルミニウム合金陽極（ＡＬＡＰ） トン 962

電極製品 千円 43,038

　（注）１．当社は埼玉県上尾市に所在する工場において、工事用材料を生産しております。

２．工事用材料については、当社請負工事として使用される場合と、外部に製品として販売される場合がありま

す。

３．アルミニウム合金陽極には外部に委託した重量（当第２四半期会計期間318トン）が含まれております。ま

た、この委託生産品の仕入価額は(4）商品等仕入実績に含まれております。

４．電極製品については種類が多岐にわたるため、標準原価による表示としております。

 

(4)商品等仕入実績

部門
当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

全事業部門　　　（千円） 268,006

　（注）１．仕入品目によっては、複数の部門に使用するため、部門別の集計はいたしておりません。

２．金額は、仕入価額によっており、生産に投入した額は除いております。

なお、消費税等は含まれておりません。

３．仕入品は製品等販売に供する仕入で、主に防食工事用副材料として使用しております。
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２【経営上の重要な契約等】

　　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

（１）業績の状況　

　　当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、米国サブプライムローン問題に端を発した金融市場の混乱、円高、原

油・原材料価格の高騰等により景気後退の様相を呈してまいりました。

　　当防食業界におきましては、公共投資の漸減に加え、落札率の低下や素材の高止まりもあり、事業環境は厳しい状況

でありましたが、一方、社会資本の維持延命という観点では、防食の経済性が追い風となっている面もありました。

　　このような状況下、当社は市場における需要の拡大に努めてまいりました結果、当第２四半期会計期間における受

注高は26億５千９百万円となりました。受注高の内、工事受注高は22億９千４百万円となり、製品等販売受注高は３

億６千４百万円となりました。また、工事受注高の内、防食区分別では、電気防食工事が20億５千８百万円、被覆防食

工事が２億２百万円、塗装防食工事が３千３百万円となりました。受注残高は45億１千２百万円となりました。　

　　当第２四半期会計期間における売上高は21億７千３百万円となりました。売上高の内、工事売上高は15億６千１百

万円となり、製品等販売売上高は６億１千１百万円となりました。また、工事売上高の内、防食区分別では、電気防食

工事が11億８千６百万円、被覆防食工事が３億２千３百万円、塗装防食工事が５千２百万円となりました。

　　損益面につきましては、原材料の有利購買、社内経費の節減に努めましたが９千７百万円の経常損失となりました。

また、特別損益及び法人税等控除後の四半期純損失は５千３百万円となりました。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

　　当第２四半期会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）は第１四半期会計期間末に比べ１億２千

万円減少し、13億８千８百万円となりました。

　　当第２四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況と増減の要因は以下のとおりであります。　

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　営業活動に使用した資金は６千６百万円となりました。主な減少要因は未成工事支出金の増加２億３千１百万円、

税引前四半期純損失９千６百万円、仕入債務の減少５千６百万円であり、主な増加要因は未成工事受入金の増加２

億２千３百万円、売上債権の減少６千５百万円によるものであります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　投資活動に使用した資金は２千９百万円となりました。この主なものは事業活動に必要な有形固定資産の取得によ

る支出１千１百万円、無形固定資産の取得による支出１千１百万円によるものであります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　財務活動に使用した資金は２千３百万円となりました。この主なものは配当金の支払２千２百万円によるものであ

ります。

 

　　なお、当第２四半期累計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）は前事業年度末に比べ６億６千万円

増加し、13億８千８百万円となりました。

　　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況と増減の要因は以下のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　営業活動により得られた資金は８億３百万円となりました。主な増加要因は売上債権の減少25億１千８百万円、未

成工事受入金の増加２億７千３百万円であり、主な減少要因は未成工事支出金の増加９億５千万円、仕入債務の減

少４億６千７百万円、税引前四半期純損失２億５千２百万円、法人税等の支払額２億２千７百万円によるものであ

ります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　投資活動に使用した資金は５千４百万円となりました。この主なものは事業活動に必要な有形固定資産の取得によ

る支出２千７百万円、無形固定資産の取得による支出１千４百万円によるものであります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　財務活動に使用した資金は８千８百万円となりました。この主なものは配当金８千６百万円の支払いであります。
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（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第２四半期会計期間において、当社が対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　　当第２四半期会計期間おける研究開発活動の金額は、４千万円であります。

　　なお、当第２四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

（５）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　　当第２四半期会計期間において、経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通しについて重要な

変更はありません。

 

（６）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　　「キャッシュ・フローの状況」に記載のとおりであります。

 

（７）経営者の問題意識と今後の方針について

　　当第２四半期会計期間において、経営者の問題意識と今後の方針について重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期会計期間において、前四半期会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,020,000

計 19,020,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,205,000  同左 ジャスダック証券取引所 －

計 5,205,000  同左 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　  該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年７月１日～

平成20年９月30日
－ 5,205,000 － 866,350 － 753,385
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（５）【大株主の状況】

 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 三井金属鉱業株式会社     東京都品川区大崎1-11-1 1,562 30.00

 ナカボーテック社員持株会  東京都中央区新川2-5-2   466 8.96

 ナカボーテック取引先持株会  東京都中央区新川2-5-2 278 5.34

 日本生命保険相互会社  東京都千代田区丸の内1-6-6 160 3.07

 中川　哲央     東京都国立市 143 2.76

 株式会社三井住友銀行  東京都千代田区有楽町1-1-2 100 1.92

 中央三井信託銀行株式会社  東京都港区芝3-33-1 100 1.92

 佐藤　兼義  静岡県湖西市 78 1.49

 川部　英子  神奈川県横浜市青葉区 72 1.38

 中川　和子  東京都国立市 60 1.15

計 － 3,020 58.03

　　（注）　　当第２四半期会計期間末現在における、中央三井信託銀行株式会社の信託業務の株式数については、当社として把

握することができないため記載しておりません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －　

議決権制限株式（自己株式等） － － －　

議決権制限株式（その他） － － －　

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 30,000 － －　

完全議決権株式（その他） 普通株式 　 5,133,000 5,133 －　

単元未満株式 普通株式　　　 42,000 － －　

発行済株式総数 5,205,000 － －

総株主の議決権 － 5,133 －

 

②【自己株式等】

 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ナカボーテック 東京都中央区新川2-5-2 30,000 － 30,000 0.58

計 － 30,000 － 30,000 0.58

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 580 620 600 611 594 530

最低（円） 500 540 540 580 530 450

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）

に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平成20

年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社はありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 323,256 520,375

受取手形 699,359 749,439

完成工事未収入金 1,080,262 3,136,821

売掛金 661,967 1,073,525

商品 164,656 168,262

製品 90,537 142,313

未成工事支出金 1,270,493 319,931

仕掛品 113 177

材料貯蔵品 109,410 70,331

繰延税金資産 258,592 156,211

関係会社預け金 1,065,136 207,921

その他 107,902 62,262

貸倒引当金 △23,684 △14,389

流動資産合計 5,808,002 6,593,182

固定資産

有形固定資産

建物 ※1
 232,476

※1
 235,869

その他 ※1
 287,091

※1
 287,207

有形固定資産合計 519,568 523,077

無形固定資産 44,057 33,190

投資その他の資産

繰延税金資産 344,342 343,226

その他 231,222 214,295

貸倒引当金 △29,405 △19,546

投資その他の資産合計 546,158 537,975

固定資産合計 1,109,784 1,094,242

資産合計 6,917,786 7,687,425

負債の部

流動負債

支払手形 718,415 994,685

工事未払金 410,520 564,934

未成工事受入金 409,122 135,125

完成工事補償引当金 4,788 2,993

賞与引当金 225,000 260,000

その他 ※3
 327,638

※3
 611,719

流動負債合計 2,095,486 2,569,457

固定負債

退職給付引当金 664,983 708,036
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

役員退職慰労引当金 50,920 61,635

固定負債合計 715,903 769,671

負債合計 2,811,390 3,339,129

純資産の部

株主資本

資本金 866,350 866,350

資本剰余金 753,385 753,385

利益剰余金 2,501,920 2,740,863

自己株式 △15,565 △13,715

株主資本合計 4,106,090 4,346,883

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 191 1,818

繰延ヘッジ損益 114 △406

評価・換算差額等合計 306 1,412

純資産合計 4,106,396 4,348,295

負債純資産合計 6,917,786 7,687,425
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高

完成工事高 2,194,350

製品等売上高 1,118,987

売上高合計 3,313,338

売上原価

完成工事原価 1,919,119

製品等売上原価 792,852

売上原価合計 2,711,971

売上総利益

完成工事総利益 275,231

製品等売上総利益 326,135

売上総利益合計 601,366

販売費及び一般管理費 ※1
 872,397

営業損失（△） △271,030

営業外収益

受取利息 8,730

その他 9,100

営業外収益合計 17,831

営業外費用

営業外費用合計 550

経常損失（△） △253,749

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,689

特別利益合計 1,689

特別損失

固定資産除却損 429

特別損失合計 429

税引前四半期純損失（△） △252,489

法人税、住民税及び事業税 △101,568

法人税等合計 △101,568

四半期純損失（△） △150,920
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高

完成工事高 1,561,587

製品等売上高 611,974

売上高合計 2,173,562

売上原価

完成工事原価 1,386,176

製品等売上原価 446,775

売上原価合計 1,832,952

売上総利益

完成工事総利益 175,411

製品等売上総利益 165,198

売上総利益合計 340,610

販売費及び一般管理費 ※1
 446,517

営業損失（△） △105,907

営業外収益

受取利息 4,475

その他 3,720

営業外収益合計 8,195

営業外費用

営業外費用合計 110

経常損失（△） △97,822

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,220

特別利益合計 1,220

特別損失

固定資産除却損 387

特別損失合計 387

税引前四半期純損失（△） △96,990

法人税、住民税及び事業税 △43,094

法人税等合計 △43,094

四半期純損失（△） △53,895
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △252,489

減価償却費 43,631

貸倒引当金の増減額（△は減少） 19,153

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 1,795

賞与引当金の増減額（△は減少） △35,000

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △18,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △43,052

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △10,715

受取利息及び受取配当金 △9,556

固定資産除却損 429

売上債権の増減額（△は増加） 2,518,196

未成工事支出金の増減額（△は増加） △950,561

その他のたな卸資産の増減額（△は増加） 16,367

仕入債務の増減額（△は減少） △467,646

未成工事受入金の増減額（△は減少） 273,997

その他 △65,312

小計 1,021,236

利息及び配当金の受取額 9,556

法人税等の支払額 △227,728

営業活動によるキャッシュ・フロー 803,064

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △13,106

有形固定資産の取得による支出 △27,397

無形固定資産の取得による支出 △14,043

貸付金の回収による収入 322

投資活動によるキャッシュ・フロー △54,225

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △1,850

配当金の支払額 △86,892

財務活動によるキャッシュ・フロー △88,742

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 660,095

現金及び現金同等物の期首残高 728,296

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,388,392
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

　会計処理基準に関する事項

の変更

たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

　商品・製品・材料貯蔵品・仕掛品　

　従来、商品・製品・材料貯蔵品につきましては月次総平均法による原価法、仕掛品に

つきましては個別法による原価法によっておりましたが、第１四半期会計期間より

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が

適用されたことに伴い、商品・製品・材料貯蔵品につきましては月次総平均法による

原価法（貸借対照表計上額につきましては収益性の低下に基づく簿価切下げの方

法）、仕掛品につきましては個別法による原価法（貸借対照表計上額につきましては

収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．たな卸資産の評価方法 　たな卸資産の簿価切下げに関して、収益性の低下が明らかなものについてのみ正

味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

 

２．固定資産の減価償却費の算定方

法

　減価償却の方法として定率法を採用している場合に、事業年度に係る減価償却費

の額を期間按分して算定する方法によっております。

 

３．法人税等並びに繰延税金資産及

び繰延税金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前事業年度末以降に経営環境等、か

つ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合に、前事業年度に

おいて使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっ

ております。
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【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

税金費用の計算 　税金費用につきましては、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に

対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積

実効税率を乗じて計算する方法によっております。

　なお、法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示しております。

 

【追加情報】

当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　当社は、平成20年度の法人税法の改正を契機に固定資産の使用状況等を検討した結果、第１四半期会計期間より、機械装

置の耐用年数を変更しております。

　これにより、当第２四半期累計期間の営業損失、経常損失及び税引前四半期純損失は、それぞれ2,021千円増加しており

ます。

 

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第２四半期会計期間末
（平成20年９月30日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額 1,228,088千円

 

※１．有形固定資産の減価償却累計額 1,192,779千円

 

　２．保証債務

財形持家融資制度及び住宅資金斡旋制度に基づく従

業員の銀行借入29,728千円に対し保証を行っており

ます。

 

　２．保証債務

財形持家融資制度及び住宅資金斡旋制度に基づく従

業員の銀行借入40,176千円に対し保証を行っており

ます。

※３．流動負債のその他に含まれている科目

　未払法人税等 16,118千円

※３．流動負債のその他に含まれている科目

　未払法人税等 246,859千円
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（四半期損益計算書関係）

当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次のとおりであります。

(千円)

従業員給料手当 396,349

賞与引当金繰入額 109,459

退職給付引当金繰入額 22,667

役員退職慰労引当金繰入額 8,575

貸倒引当金繰入額 24,565

 

　２．当社の売上高は、主たる事業である建設事業において、契約により工事の完成引渡しが第４四半期会計期間に集中

しているため、第１四半期会計期間から第３四半期会計期間における売上高に比べ、第４四半期会計期間の売上高が

著しく多くなるといった季節的変動があります。

 

　３．税金費用につきましては、簡便法による税効果会計を適用しているため、法人税等調整額は「法人税、住民税及び事

業税」に含めて表示しております。

 

当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次のとおりであります。

(千円)

従業員給料手当 195,899

賞与引当金繰入額 55,148

退職給付引当金繰入額 11,333

役員退職慰労引当金繰入額 4,337

貸倒引当金繰入額 31,684

 

　２．当社の売上高は、主たる事業である建設事業において、契約により工事の完成引渡しが第４四半期会計期間に集中

しているため、第１四半期会計期間から第３四半期会計期間における売上高に比べ、第４四半期会計期間の売上高が

著しく多くなるといった季節的変動があります。

 

　３．税金費用につきましては、簡便法による税効果会計を適用しているため、法人税等調整額は「法人税、住民税及び事

業税」に含めて表示しております。
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）

（千円）

　現金預金勘定 323,256

　関係会社預け金勘定 1,065,136

　　計 1,388,392

　預金期間が３ヶ月を超える定期預金 －

　現金及び現金同等物 1,388,392

 

 

（株主資本等関係）

当第２四半期会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年

９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式 5,205,000株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式 30,468株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 88,022 17平成20年３月31日平成20年６月30日利益剰余金
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（有価証券関係）

　有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　当第２四半期会計期間末（平成20年９月30日現在）

　該当事項はありません。

　なお、為替予約取引を行っておりますが、ヘッジ会計を適用しておりますので、注記の対象から除いております。

 

（持分法損益等）

　当第２四半期累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

　　　　当第２四半期会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　　　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
（平成20年９月30日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 793.58円 １株当たり純資産額 839.80円

 

２．１株当たり四半期純損失金額

当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額(△) △29.16円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額(△) △10.41円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

四半期純損失（△）（千円） △150,920 △53,895

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △150,920 △53,895

期中平均株式数（千株） 5,176 5,176

 

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　当第２四半期累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成２０年１１月７日

株式会社ナカボーテック

取締役会　御中
 

あ ず さ 監 査 法 人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小長谷　公一　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 三　浦　 勝 　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ナカボー

テックの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第66期事業年度の第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。

この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明

することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ナカボーテックの平成20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了す

る第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提

出会社が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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